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家
屋
の
耐
震
補
強

耐
震
診
断
な
ど
を
行
い
、
地
震
に
よ
り

損
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
家
屋
は
し
っ
か
り

と
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
防
止

た
ん
す
や
本
棚
、
食
器
棚
、
冷
蔵
庫
な

ど
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
ト
メ
金
な
ど
で

固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

避
難
場
所
で
の
生
活
に
最
低
限
必
要
な

準
備
を
し
、
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
は
、

家
族
全
員
が
わ
か
る
、
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
3
ペ
ー
ジ
の
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
）

避
難
路
・
避
難
場
所
の
確
認

安
全
に
行
け
る
経
路
や
地
域
の
避
難
場

所（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）の
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
へ
の
参
加

毎
年
開
催
さ
れ
る
町
と
自
主
防
災
会
協

議
会
合
同
の
防
災
訓
練（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）

な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
防
災
行
動
力

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
住
宅
密
集
地
域
な
ど
で

地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図

り
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
診
断
は
、
県
木
造
住
宅
診
断

士
に
よ
り
行
わ
れ
、
必
要
な
経
費
の

3
分
の
2（
2
万
円
を
限
度
）を
助
成

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

②
併
用
住
宅（
店
舗
付
住
宅
な
ど
）の

場
合
は
、
延
べ
床
面
積
の
半
分
以

上
が
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

も
の

③
枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組
工
法
ま
た

は
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
受

け
た
工
法
で
な
い
も
の

④
住
宅
の
居
住
者
が
所
有
者
以
外
の

場
合
は
、
居
住
者
す
べ
て
の
承
諾

を
得
た
も
の

【
問
合
先
】
総
務
課
消
防
防
災
係（
北

事
務
所
内
）

3
8
7
・
6
2
6
6

2

も
し
、
震
度
7
も
の
地
震
が
発
生
し
た
ら
…
。
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？
家
や
地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
宮
城
県
北
部
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
太
平
洋
火
山

帯
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
直
下
型
地
震
の

引
き
金
と
な
る
活
断
層
が
分
布
し
て
い
る
の
で
す
。
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
て

い
な
い
と
き
ほ
ど
油
断
し
な
い
で
、
気
を
引
き
締
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
改
め

て
、
災
害
に
対
す
る
家
の
備
え
地
域
の
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集 防災

地
震
か
ら
身
を
守
る
日
ご
ろ
の
備
え

木
造
住
宅

耐
震
診
断
に
助
成
制
度

あ
な
た
の
備
え
は
大
丈
夫
？
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あなたの備えは大丈夫？

□リュックサック

食料関係
□水のペットボトル
□乾パンやクラッカー
□レトルト食品や缶詰
□粉ミルクとほ乳ビン
□ナイフ、缶切り
□鍋や携帯コンロ

救急・安全
□救急医薬品
□常備薬の予備
□予備のメガネ
□防災ずきんや帽子
□底の丈夫な靴

※このほかにないと困る品は、家族で話し合ってチェックリストに加えましょう。

※避難経路も確認しておきましょう。

■非常持ち出し品のチェックリスト

■一時退避場所・避難場所

日用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備の電池
□軍手（スキー用手袋が便利）
□ロープ
□マッチやライター
□使い捨てカイロ
□防塵マスク
□生理用品
□紙オムツ
□ティッシュ・ウェットティッシュ
□包装用ラップ
□筆記用具
□大きなポリエチレン製ごみ袋
□その他の身の回り品

貴重品
□現金（小銭も必要）
□預金通帳や有価証券の写し
□健康保険証の写し
□認印
□連絡カードや身分を証明するもの

衣類など
□下着（家族分）
□寝袋
□雨具
□タオル

高齢者・障害者のかた
□障害者手帳
□障害者医療費受給者証
□病院でもらう薬情報のコピー
□白杖、補聴器、会話用カード

地域

笠

松

松

枝

下

羽

栗

一時退避場所

笠松小学校運動場

笠松中学校運動場

中央公民館駐車場

羽島郡広域連合消防本部駐車場

笠松保育園運動場

福祉会館駐車場

第一保育所運動場

岐阜工業高校運動場

忠霊塔広場

清住町広場

奈良津駐車場

二見児童公園

松枝小学校運動場

松枝保育所運動場

松枝公民館駐車場

福祉健康センター駐車場

児童館運動場

町民運動場

運動公園内運動場

児神社境内

下羽栗小学校運動場

下羽栗保育所運動場

下羽栗会館駐車場

日枝神社境内

スポーツ交流館駐車場

総合会館駐車場

松枝小学校

松枝保育所

松枝公民館

福祉健康センター

児童館

児神社

北門間会館

南体育館（旧松枝小学校体育館）

下羽栗小学校

下羽栗保育所

下羽栗会館

円城寺集会所

米野会館

スポーツ交流館

総合会館

笠松小学校

笠松中学校

中央公民館

町民体育館

羽島郡広域連合消防本部

笠松保育園

福祉会館

厚生会館

第一保育所

コミュニティ消防センター

緑会館

避難場所 地域 一時退避場所 避難場所
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特集 防災

①
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を

・
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
丈
夫
な
机
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
し
ま

し
ょ
う
。

・
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
非
常
脱
出
口

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
揺
れ
は
1
分
程
度
で
お
さ
ま
る
の
で

周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
か
め
、
あ
わ
て

て
外
へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
あ
わ
て
ず
冷
静
に
火
災
を
防
ぐ

・
使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

は
、
す
ば
や
く
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

（
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
締
め
ま
し
ょ
う
）

・
万
が
一
出
火
し
た
ら
、
大
声
で
隣
近
所

に
声
を
か
け
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
初
期
消
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
、

崖
や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い

・
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
は
、
瓦
な
ど
の
落

下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
崖
や
川
べ
り
は
地
盤
の
ゆ
る
み
で
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
避
難
は
徒
歩
で
、

持
ち
物
は
最
小
限
に

・
避
難
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
徒
歩
で
、

携
帯
品
は
必
要
な
物
の
み
に
し
て
、

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
で
背
負
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
自
動
車
運
転
中
の
場
合
は
、
道
路
の
左

側
か
空
地
に
停
車
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
止

め
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
協
力
し
合
っ
て

救
出
活
動
・
応
急
救
護
を

・
建
物
の
倒
壊
や
落
下
物
な
ど
の
下
敷
き

に
な
っ
た
人
が
い
た
ら
、
地
域
の
み
ん

な
が
協
力
し
合
っ
て
救
出
活
動
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
、
み
ん
な
が

お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
を

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
正
し
い
情
報
の
入
手
を

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
、
デ

マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
か
ら
の

情
報
に
は
、絶
え
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
!!

そ
の
と
き
の
行
動

あなたの備えは大丈夫？

長そで

何も
持たない

長ズボン

身元カード

手袋

かかとの低い丈夫な靴

ヘルメットか
防災ずきん

正しい情報



町と自主防災会協議会合同の防災訓練を9

月28日（日）に実施します。地震の発生を止め

ることはできませんが、いざというときのた

めの訓練をすることにより、被害を最小限に

食い止めることができます。

訓練の参加を通して自分たちにできること

を再確認し、組織による行動力の大きさを改

めて見直す機会にしましょう。

・町議会
・羽島郡広域連合消防本部
・町婦人防火クラブ

参加団体
・町社会福祉協議会
・羽島警察署
・町消防団

・町内の水防団
・町赤十字奉仕団

5

▲昨年の防災訓練の様子（下羽栗会場）

＜自主防災会＞

○避難誘導訓練および警戒広報訓練など
①各自主防災会災害対策本部設置
②町内の指定された避難所へ避難開始

③町現地本部への情報伝達

○各自主防災会災害対策本部の閉鎖（随時）訓練
一時退避所から地域別訓練会場へ移動
（笠松中学校・松枝小学校・下羽栗小学校）
○参加団体等による訓練
◎炊きだし訓練

○地域別訓練
◎初期消火訓練～　消火器による訓練
◎応急手当訓練～　三角巾による訓練
◎土のう積訓練～　半円形に土のう積の訓練
◎心肺蘇生法～　人工呼吸法等

＜町災害対策本部＞
○町災害対策本部の設置訓練　本部員会議の開催
○職員非常参集訓練（指定された場所に集合）

○町現地災害対策本部の設置訓練
（笠松中学校・松枝小学校・下羽栗小学校）
・各会場の設営（現地本部・避難者テント）
・訓練準備

○避難訓練開始合図（サイレン吹鳴）～
防災行政無線など
○避難誘導・警戒広報訓練（羽島警察署）

○職員による訓練（役場、福祉会館等公共施設）
◎公共施設の防災機器点検（発電機等）
◎防災資機材取扱訓練
（エンジンチェーンソー・エンジンカッター）
◎避難訓練（庁舎内訓練）
◎放水訓練（庁舎内訓練）

○職員による訓練（各現地災害対策本部）
◎防災資機材取扱訓練（発電機、浄水器）

6:30

7:00

7:30

8:00

8:30

9:00

9:30 （終了式）

（訓練参加者数を「避難状況報告書」で報告）

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル
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第
六
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
八
月
十
八
日
に
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ

い
て

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
今
後
の
高
度
情
報
通

信
社
会
の
進
展
に
対
応
し
、
町
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
個
人
の
権

利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
所
要
の

規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

前
述
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
る
諮
問
機
関
と
し
て
の
審
議
会

お
よ
び
審
査
会
の
委
員
報
酬
、
並
び

に
給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
ポ
ン
プ

の
故
障
に
伴
う
改
修
工
事
請
負
費

で
、
総
額
三
十
五
万
一
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。

笠
松
刑
務
所
職
業
訓
練
美
容
科
非

常
勤
講
師
の
村
上
た
つ
子
さ
ん（
天

王
町
）に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
七
月
二
十
八
日
、
福
地

惠
美
子
笠
松
刑
務
所
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
美

容
科
職
業
訓
練
講
師
と
し
て
着
付
全

般
お
よ
び
化
粧
技
術
を
熱
心
に
指
導

さ
れ
、
教
え
を
受
け
た
多
く
の
受
刑

者
が
美
容
師
の
国
家
試
験
に
合
格
し

て
お
り
、
社
会
復
帰
後
の
更
生
に
大

い
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
六
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
県
大
会
）で
銅
賞
受
賞

下
羽
栗
小
学
校
六
年
生

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
村
上
た
つ
子
さ
ん

自
治
功
労
者
表
彰
が
八
月
八
日
役

場
で
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
羽
島

郡
四
町
教
育
委
員
会
委
員
長
な
ら
び

に
委
員
と
し
て
、
教
育
行
政
に
尽
力

さ
れ
た
久
納
千
晶
さ
ん（
下
本
町
）に

広
江
町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
久
納
千
晶
さ
ん

寄 附

平
成
十
五
年
度
N
H
K
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
岐
阜
県
大
会
が
八

月
七
日
、
長
良
川
国
際
会
議
場（
岐

阜
市
）で
開
催
さ
れ
、
下
羽
栗
小
学

校
六
年
生
の
皆
さ
ん
が
小
学
校
の
部

で
み
ご
と
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
大
勢
の

観
客
の
前
で
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
課
題
曲
「
や
さ
し
い
風
」

と
自
由
曲
「
つ
る
」
の
二
曲
に
心
を

込
め
、
の
び
の
び
と
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
の

役
員
が
八
月
十
一
日
に
、
寝
た
き
り

会
員（
二
十
一
人
）が
い
る
十
七
の
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
「
寝
た
き
り

会
員
の
か
た
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
」

と
お
見
舞
い
品
を
預
け
ま
し
た
。

早
速
、
会
長
は
、
町
内
の
女
性
部

の
か
た
と
一
緒
に
、
寝
た
き
り
会
員

が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
介
護
を
さ

れ
て
い
る
家
族
の
か
た
に
日
ご
ろ
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
寝
た
き

り
の
会
員
に
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
か

け
、
見
舞
品
を
届
け
ま
し
た
。

▲日ごろの学習の成果を発揮する下羽栗小 6 年生

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
見
舞
品
を
預

け
る
町
老
連
女
性
部
の
役
員
の
皆
さ
ん

▲

七
月
三
十
日
、
久
納

千
晶
さ
ん（
下
本
町
）か

ら
、
書
一
点
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
の
か
た
を
激
励
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▲自分たちで作った万華鏡を見る子どもたち

夏
休
み
期
間
中
、
公
民
館
主
催
の

「
夏
休
み
親
子
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
夏
休
み
の
思
い
出

づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
親
子
で

楽
し
く
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
、
今
年
か
ら
新
た
に

「
ふ
れ
あ
い
E
ボ
ー
ト
体
験
」
が
加

わ
り
、「
素
敵
な
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」、

「
楽
し
い
押
し
花
ア
ー
ト
」、「
手
づ

く
り
の
焼
き
物
」、「
お
い
し
い
お
や

つ
づ
く
り
」
の
五
科
目
十
一
講
座
に

二
百
人
以
上
の
親
子
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
E
ボ
ー
ト
体
験
」
で

は
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
E
ボ
ー

ト
を
漕
ぎ
、
夏
の
木
曽
川
遊
覧
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は

「
川
の
流
れ
が
早
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
漕
ぐ
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
川

の
上
は
風
が
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
皿
作
り（
手
づ
く
り
の
焼
き
物
）

▲

「
イ
チ
ニ
、
イ
チ
ニ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
参
加
者
た
ち（
ふ
れ
あ
い
E

ボ
ー
ト
体
験
）

▲

親
子
で
楽
し
く
体
験
夏
休
み
親
子
教
室

八
月
三
十
一
日
ま
で
歴
史
民
俗
資

料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
休
み
企

画
「
何
世
紀
も
生
き
る
商
品
た
ち
」

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
夏
休
み

期
間
中
の
十
日
間
、
延
べ
百
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し「
万
華
鏡
作
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
、「
丸
い
筒
に

反
射
板
を
組
み
込
み
、
月
や
星
、
動

物
の
形
を
し
た
色
と
り
ど
り
の
チ
ッ

プ
を
入
れ
万
華
鏡
が
完
成
す
る
と
、

早
速
、
穴
を
の
ぞ
き
な
が
ら
手
で
筒

を
く
る
く
る
回
し
て
み
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ッ
き
れ
い
！

ど
ん
ど
ん

模
様
が
変
わ
る
よ
」
と
声
を
あ
げ
な

が
ら
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

穴
か
ら
見
え
る
万
華
鏡
の
不
思
議
な

世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

万
華
鏡
作
り
に
挑
戦

歴
史
民
俗
資
料
館

「
夏
休
み
企
画

体
験
コ
ー
ナ
ー
」

ペットはあなたの家族です。
愛情もしつけも欠かせません。

犬や猫などの小動物は、人間のパートナーとして私
たちの生活に潤いをもたらしてくれます。しかし、そ
の一方で、鳴き声や悪臭などのトラブルも絶えません。
安易に動物を捨てたり、虐待したりする事件も増えて
います。飼い主には命ある動物の一生の面倒をみると
いう強い自覚と責任感が求められています。

法律により、愛護動物（牛、馬、豚、めん羊、やぎ、
犬、ねこ、いえうさぎ、鶏、いえばと、あひるのほか、
人が飼っている哺乳類、鳥類、爬虫類）をみだりに殺
したり傷つけたりした人には、1 年以下の懲役または
100万円以下の罰金が科せられます。

また、飼っている動物に
みだりに餌や水をあげない
などして衰弱させるなどの
虐待や、遺棄した場合は、
30万円以下の罰金などが科
せられます。

遺棄・虐待に対する
罰金・罰則があります
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・
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

・
事
務
組
織
お
よ
び
機
構
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

・
使
用
料
・
手
数
料
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

・
障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

・
一
部
事
務
組
合
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

・
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

・
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

・
そ
の
他
福
祉
事
業
に
つ
い
て

※
こ
れ
ら
の
協
議
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
今
月
号
の
広
報
紙
と
と
も
に

お
届
け
し
た
「
岐
阜
広
域
合
併
協

議
会
だ
よ
り
第
四
号
」
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
事
項

継
続
協
議
と
な
っ
た
事
項

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
開
催

第
四
回

■
十
五
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て

こ
れ
か
ら
継
続
し
て
協
議
し
て
い

く
事
項
の
な
か
に
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
十
五
歳

ま
で
医
療
費
無
料
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
今
後
の
老
人
福
祉
を
支
え
る
若

い
世
代
の
転
入
・
定
住
を
期
待
し
て
、

子
ど
も
を
も
つ
親
へ
の
配
慮
と
地
域

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
支

援
策
の
一
環
と
し
て
全
国
に
先
駆
け

実
施
し
て
き
た
事
業
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
人
口
が
減
少

か
ら
増
加
に
転
じ
た
こ
と
の
成
果
が

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ

の
制
度
の
行
方
は
町
民
の
関
心
事
で

も
あ
り
、
存
続
を
望
む
声
が
多
く
あ

り
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
都
市
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
次
代

を
担
う
世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

・
人
口
推
計
を
見
て
も
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
十
五

歳
ま
で
の
制
度
を
主
張
す
る
。

・
少
子
化
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
医
療
費
助
成
制
度
を
新

市
の
目
玉
と
し
て
取
り
組
め
ば
、
五
十
四
万
人
の
市
民
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
は
ず
。

・
十
五
歳
医
療
費
無
料
化
は
母
親
の
最
大
の
関
心
事
で
あ

り
、
人
口
増
加
へ
の
貢
献
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
と
い
う
新
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
全
国
発
信

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

協
議
会
で
の
笠
松
町
の
主
張

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
の
合
併
協
議
は
、
新
市

の
財
政
に
対
す
る
影
響
、
そ
の
他
の
子
育
て
支
援
策
、

教
育
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
さ

ら
に
進
む
少
子
高
齢
社
会
時
代
に
対
応
す
べ
く
適
切

な
制
度
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
四
回
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
が
七
月
二
十
八
日
、
長
良
川
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、「
新
市
の
名
称
」「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」

な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
名
称
が
「
岐
阜
市
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

現在の調整案

岐　阜　市

羽　島　市

柳　津　町

笠　松　町

北　方　町

岐　南　町

乳幼児医療費助成制度の状況

通　　　院

小学校就学前まで

3 歳誕生月まで

5 歳誕生月まで

義務教育終了まで

義務教育終了まで

3 歳誕生月まで

小学校就学前まで

入　　　院

小学校就学前まで

小学校就学前まで

6 歳誕生月まで

義務教育終了まで

義務教育終了まで

5 歳誕生月まで

小学校就学前まで
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■
新
市
の
町
名
・
字
名
に
つ
い
て

新
市
の
名
称
が
「
岐
阜
市
」
と
決
定
し
ま
し
た
が
、
関
係
す
る
市
町
の
町

名
・
字
名
に
は
、
重
複（
類
似
）す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
の
市
の
中
に
重
複（
類
似
）す
る
町
名
・
字
名
が
あ
る
と
、
住
所
・
郵

便
な
ど
の
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
で
る
た
め
、
歴
史
・
文
化
・
愛
着
が

あ
る
町
名
・
字
名
を
調
整
す
る
た
め
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
関

係
す
る
市
町
と
尊
重
し
な
が
ら
紛
ら
わ
し
く
な
い
も
の
に
変
更
す
る
場
合
が

生
じ
て
き
ま
す
。

笠
松
町
が
他
の
市
町
と
重
複（
類
似
）す
る
町
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
開
催

第
一
回
笠
松
町
合
併
後
の

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
住
民
懇
話
会
開
催

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
を
八
月
十
日
か
ら

十
二
日
ま
で
、四
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
町
か
ら
岐
阜
広
域
合
併
協
議

会
で
の
合
併
協
議
の
経
過
報
告
、
事
務
事
業
の

調
整
案
、
都
市
内
分
権
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
に
参
加
者
と
町
と
の
間
で
、

合
併
後
の
町
名
、
水
道
受
益
者
負
担
金
、
道
路

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
必
要
に
よ
り
合
併
協
議
の
状

況
の
報
告
な
ど
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
は
是
非
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

▲町の説明を熱心に聞く町民の皆さん

第
一
回
笠
松
町
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
を
考

え
る
住
民
懇
話
会
を
八
月
四
日
に
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
会
議
は
、
合
併
後
の
地
域
が
暮
ら
し
や

す
く
、
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
に
、
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
も

の
で
す
。

会
議
で
は
、
委
員
二
十
六
人
の
紹
介
、
広
江

町
長
の
あ
い
さ
つ
、
町
か
ら
合
併
協
議
会
で
の

経
過
報
告
と
協
議
状
況
の
説
明
の
あ
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
に
つ
い
て
質
問
や
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
こ
の
会
議
を
開
催
し
、
合
併
後
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
に
な
る
よ
う
に
意
見
交
換
を

進
め
ま
す
。

ア

イ

エ

オ

カ

キ

ケ

シ

ツ

テ

ト

ナ

ハ

ミ

ヤ

朝日町 アサヒマチ

県　町 （ケンマチ）

泉　町 イズミマチ

江　川 エガワ

大池町 オオイケチョウ

春日町 カスガチョウ

上新町 カミジンマチ

如月町 キサラギチョウ

清住町 キヨズミチョウ

県　町 ケンマチ

下新町 シモジンマチ

司　町 ツカサマチ

天王町 テンノウチョウ

常盤町 トキワチョウ

中新町 ナカジンマチ

羽衣町 ハゴロモチョウ

八幡町 ハチマンチョウ

緑　町 ミドリマチ

港　町 ミナトマチ

弥生町 ヤヨイチョウ

笠　松　町

笠松町と重複（類似）する町名の一覧

朝日町 アサヒマチ

県　町 アガタマチ

泉　町 イズミマチ

江川町 エガワチョウ

大池町 オオイケチョウ

春日町 カスガマチ

上新町 カミシンマチ

如月町 キサラギチョウ

清住町 キヨズミチョウ

県　町 （アガタマチ）

下新町 シモシンマチ

司　町 ツカサマチ

天王町 テンノウチョウ

常盤町 トキワチョウ

中新町 ナカシンマチ

羽衣町 ハゴロモチョウ

八幡町 ハチマンチョウ

緑　町 ミドリマチ

湊　町 ミナトマチ

弥生町 ヤヨイチョウ

岐　阜　市
朝日町 アサヒマチ

北　方　町
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子
ど
も
た
ち
は
今
回
の
研
修
の
一
番

の
思
い
出
と
し
て
、
一
時
間
の
乗
馬
体

験
と
同
様
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
交

流
を
特
に
印
象
深
く
感
じ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
生
徒
は
朝
か
ら

英
語
の
授
業
で
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
英

語
の
あ
る
生
活
。
現
地
の
食
べ
物
や
文

化
に
順
応
し
よ
う
と
精
一
杯
の
英
語
力

で
努
力
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

普
段
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
家
庭
で
は

高
価
す
ぎ
る
米
や
魚
な
ど
の
料
理
で
も

て
な
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
生
徒
が
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
郊

外
の
施
設
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
る

な
ど
我
が
子
の
よ
う
に
気
を
遣
っ
て
い

た
だ
い
た
。
お
互
い
を
理
解
し
合
お
う

と
す
る
温
か
い
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
最
終
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

お
別
れ
で
は
、
互
い
に
抱
き
あ
っ
て
涙

を
流
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む
姿
も
見

ら
れ
た
。
今
回
の
研
修
で
異
文
化
の
中

で
も
た
く
ま
し
く
生
活
し
て
い
く
生
徒

た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
研
修

に
参
加
し
た
九
名
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
経
験
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
研

修
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
か

た
が
た
に
感
謝
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
言
葉
が
通
じ

な
い
の
で
心
配
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
ブ
ラ

ウ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
い
つ
も
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
つ
け
て
親
切
に
、
優
し
く
接

し
て
く
れ
て
、
楽
し
く
生
活
が
で
き
ま

し
た
。
四
日
間
の
間
に
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
こ
こ
は
あ

な
た
の
家
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、

本
当
に
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今年で3回目となるニュージーランドへの青少年派遣事業が8月2日から9日までの8日間

行われました。町内の中学生9人がオークランド市を訪れ、一般家庭へのホームステイ、

学校の授業への参加、農場研修などを通して現地の生活を体験し、交流を深めました。

参加者たちの感想を紹介します。 （敬称略）

笠松中学校 1 年生

高 野 　 栞
（西金池町）

と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
人
の
習
慣
や
文
化
が
わ
か
っ
た
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
で
実
際
に

授
業
を
受
け
る
な
ど
の
体
験
も
し
ま
し

た
。オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
見
学
で
は
初

め
て
英
語
で
買
い
物
を
し
た
し
、
当
た

り
前
だ
け
ど
、
店
の
中
や
外
が
す
べ
て

英
語
だ
っ
た
の
で
と
て
も
良
い
体
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う

な
体
験
が
で
き
た
ら
し
た
い
で
す
。

笠松中学校 2 年生

赤 塚 　 悠
（東陽町）

団　長
笠松中学校教諭

福 安 和 行

▲パキラビーチホースでの乗馬体験

▲日本語学級の生徒の前で「世界に一つだけの花」と「この星に生まれ
て」の 2 曲の歌を披露

羊の毛刈りを体験したシープワールドにて
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ニュージーランドではさまざまな人種が混在

し、お互いに尊重しながら共存している国です。

今回参加した生徒も、自分たちとは異なる文化や

生活習慣に囲まれながら、その違いを乗り越えて

理解し合うために大切なものは何かを、それぞれ

につかんだようです。このことが、今後国際交流

の場だけではなく、普段の日常生活でも、活かさ

れてくることでしょう。

最
初
の
市
内
見
学
で
海
に
行
き
、
海

に
カ
メ
ラ
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
で

も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
き
れ
い
な
山

の
中
を
歩
い
て
い
い
気
分
に
な
れ
ま
し

た
。学

校
で
は
い
ろ
ん
な
友
だ
ち
が
や
さ

し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
で
は
よ
く
店
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く

れ
て
楽
し
か
っ
た
。
お
わ
か
れ
の
と
き

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
が
パ
ー
テ
ィ
ー
を

ひ
ら
い
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

笠松中学校 2 年生

森 　 将 太
（北及）

僕
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
は
、
と

て
も
優
し
く
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
け
ど
そ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
自
分
が
お
か
し

く
思
え
ま
し
た
。
四
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
し
て
本
当
の
家
族
に
な
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
自
然
な
ど
色
々
な
日
本
と

の
ち
が
い
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
所
な
の
で
一
回
は
必

ず
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

笠松中学校 2 年生

駒 瀬 史 弥
（下本町）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
す
ご
く
親
切

に
私
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
の

意
味
が
理
解
で
き
な
い
と
、
私
が
わ
か

る
よ
う
に
言
葉
を
選
ん
で
く
れ
た
り
、

電
子
辞
書
も
使
い
な
が
ら
伝
え
合
い
を

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
、家
族
は
と
て
も
仲
が
良
く
、

明
る
か
っ
た
で
す
。

四
泊
し
か
い
な
か
っ
た
の
に
、
数
え

き
れ
な
い
く
ら
い
の
思
い
出
が
作
れ
ま

し
た
。
ま
た
絶
対
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
行
き
た
い
で
す
。

笠松中学校 2 年生

高 野 寿 恵
（上新町）

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
か
た
は
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
、
私
を

家
族
と
し
て
迎
え
て
く
れ
て
、
四
日
間
、

と
て
も
良
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
人
が
同
じ
教

室
で
勉
強
し
て
い
た
し
、
日
本
と
は
ち

が
い
自
由
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
英
語
は
全
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
け

ど
、
た
く
さ
ん
の
外
国
人
の
か
た
の
生

き
た
英
語
を
聞
き
、
英
語
の
よ
さ
が
も

っ
と
深
ま
り
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

笠松中学校 2 年生

浅野季里子
（松栄町）

僕
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ

て
、
初
め
て
の
印
象
は
、
積
極
的
に
話

し
か
け
て
く
れ
て
と
て
も
明
る
い
印
象

を
も
ち
ま
し
た
。

季
節
は
冬
で
も
み
ん
な
の
心
は
と
て

も
温
か
く
安
心
し
て
生
活
で
き
た
。
他

人
の
家
で
生
活
し
て
、
自
分
で
や
っ
て

な
か
っ
た
こ
と
が
こ
ち
ら
の
方
で
は
常

識
だ
と
い
う
こ
と
に
と
ま
ど
っ
た
。
で

も
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
少
し
ず

つ
日
常
で
表
れ
て
い
る
の
に
は
自
分
で

は
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。 笠松中学校 2 年生

林 　 謙 仁
（北及）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、
最
初
は
全

然
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
け
ど
慣
れ
て

く
る
と
少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
、
家
族
の
か
た
と
も
仲
良
く
な

れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
す
べ
て
英
語
で

困
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
研
修
は
自
分
に

と
っ
て
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

笠松中学校 2 年生

尾 藤 静 佳
（桜町）

ぼ
く
は
、
こ
の
研
修
で
、
色
々
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
乗
馬
で
す
。

初
め
て
馬
に
乗
っ
て
、
自
分
で
馬
を
操

っ
た
の
は
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
本
当
の
家
族
の

よ
う
に
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
か

っ
た
し
、
な
ん
と
か
英
語
が
通
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

の
8
日
間
、
初
め
て
や
っ
た
こ
と
も
多

く
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
し
、
自
分

に
と
っ
て
も
、
価
値
の
あ
る
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

笠松中学校 2 年生

寺 田 翔 太
（無動寺）

日
本
語
学
級
の
生
徒
と
折
り
紙
で
交
流

▲

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
ラ
ン
チ
で
は
お
世
話
に
な

っ
た
先
生
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た

▲
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スポーツ

レクリエ
ーション

笠中生徒
中体連夏の大会で大活躍
8 月 4 日、笠松中学校の各スポーツ部所属の皆さん

が、中央公民館で、中学校総合体育大会の東海大会出
場報告をしました。
訪れたのは、岩田教頭をはじめ、陸上、水泳、バド

ミントンの競技に出場する選手の皆さんで、広江町長
と郡体育協会の加藤会長の激励を受けました。
8 月 7 日から 9 日まで愛知県内の各会場で行われた

同大会では、台風の影響で陸上と水泳は中止となり標
準記録を突破していなかったため、惜しくも全国大会
出場は逃しましたが、バドミントン女子ダブルスで、
福井・田島ペアが準優勝の好成績で全国大会に出場さ
れるなど、日ごろの成果を発揮し、健闘されました。

出場された選手の皆さんは次のとおりです。
（敬称略）

【陸　上】
浅野亜弥、和泉麻弥、 瀬早紀子（以上 2 年）、五藤
早希、名和枝李子、堀真理穂（以上 1 年）

【水　泳】

村井翔、中山裕子（以上 3 年）、堀江みゆき（ 1 年）
【バドミントン】

金森正和、岩井謙尚、堀島康徳、福井真美、田島祥
子、戸崎恵麻、服部祥子（以上 3 年）、浅野新也、安
田直弘、永田知里、石原亜季（以上 2 年）、黒田匠馬、
荒川一真、前田莉沙（以上 1 年）

若葉カップ全国小学生
バドミントン大会で大健闘
第19回若葉カップ全国小学生バドミントン大会が 8

月 1 日から 4 日まで京都府長岡京市西山公園体育館で
開催され、当町からは次の皆さんが県代表として出場
し、全国の強豪相手に健闘され、ベスト8 入りしました。

（敬称略）
荒川勇太（松枝小 6 年）、山田真也（下羽栗小 6 年）
戸崎　徹（笠松小 6 年）、永田智也（笠松小 6 年）

全国ホープス
卓球大会に出場

第21回全国ホープス卓球大会が 8 月11日から13日ま
で東京武道館で開催され、当町の卓球スポーツ少年団
が団体戦に出場され、全国の強豪相手に健闘されまし
た。出場された皆さんは次のとおりです。

（敬称略）
杉山未由希（笠松小 6 年）、田中　知世（下羽栗小 6 年）
本谷ちかる（松枝小 5 年）、杉浦侑弥香（松枝小 4 年）

全国大会に出場した福井さん（右）と田島さん（左）

▲東海大会に出場された選手の皆さん
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全国中学生テニス選手権大会
田島さん姉妹　大健闘

全国中学生テニス選手権が、 8 月18日から24日まで
長良川テニスプラザなどで行われ、当町からは、ダブ
ルスに田島亜也奈さん（笠松中 2 年）と田島杏奈さん
（笠松中 1 年）が姉妹で、シングルスには姉の亜也奈さ
んが出場され、全国の強豪相手に健闘されました。ま

た、妹の杏奈さんは
8月10日から17日ま
で大阪で開催された
ダンロップ全日本ジ
ュニアテニス選手権
大会のダブルスの部
でみごと優勝されま
した。

運動の重点
①高齢者の交通事故防止、特に薄暮時における

歩行中の事故を防止する

・車を運転するかたは、高齢者を見かけたら
徐行するなど「思いやりのある運転」を心
掛けましょう。

・夜間の外出には、明るい服装で反射材を身
に付けましょう。

②シートベルトとチャイルドシートの着用を徹

底する

・運転者、同乗者は、いつでもどこでも、必
ずシートベルトを着用しましょう。

・ 6 歳未満のお子さんを同乗させるときは、
体格に合ったチャイルドシートを正しく使
用しましょう。

③飲酒運転など、悪質・危険な運転を追放する

・飲酒運転追放三ない運動
「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、
飲ませない」を地域ぐるみで推進しまし
ょう。

・・

9 月21日（日）～30日（火）

地域ぐるみで守ろう
お年寄りとこども

亀山さん世界体操祭に参加
7 月20日から26日までポルトガル

のリスボンで世界53カ国が参加して
行われたワールドジムナストラーダ
世界体操祭に、町生涯学習講座（リ
ズム体操）の講師の亀山正子さん（長
池）が参加されました。
この大会は、 4 年に一度行われる
体操の祭典で、亀山さんは、MGLA
（体操指導者連絡協議会）の一員として出場され、「愛
と喜び」をテーマにした三部構成の演技を披露されま
した。

全日本還暦
軟式野球大会に出場

第19回全日本還暦軟式野球大会が 9 月26日から30日
まで栃木県足利総合運動公園野球場ほかで開催され、
当町からは次の皆さんが出場されます。
健闘をお祈りします。 （敬称略）
藤井　義弘（円城寺）、野垣　昭司（中　野）
森　　　勲（米　野）、登坂　忠勝（春日町）
川出　　実（円城寺）

町民軟式野球大会
7 月13・20・27日
勤労青少年運動場
優　勝 円城寺（ 3 年連続）
準優勝 本町
3 位 長池
〃　　中野

・・

・・
・・
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町では、9 月15日の“敬老の日”を前に 9 月11日（木）に「敬老会」、12日（金）に
「敬老のつどい」を開催します。是非お出かけください。
町内の最高齢者は、今年度中に107歳になられる女性のかたで、次いで 9 月に100
歳を迎えられる女性となっています。なお、75歳となられるかたは、1,711人（男性
647人、女性1,064人）で昨年より59人多くなっています。
皆さんの長寿をお祝いします。

敬　老　会 88歳のかた 9 月11日（木） 午前11時～ 全域 吹原（柳原町）

午前10時～ 笠松 中央公民館大ホール

敬老のつどい 9 月12日（金） 午後 1 時～ 松枝 松枝保育所遊戯室

午後 2 時30分～ 下羽栗 下羽栗保育所遊戯室

区　分 該当者 月　日 時　間 地域 会　場

なお、財政健全化計画に基づく事業の見直しにより、敬老会は平成15年度中に88
歳となられるかたのみとなりました。お祝い金（養老福祉金）は、75歳、77歳、88歳、
99歳になられるかたのみとなり、また、お祝い金と同時に配布していました記念品
（昨年度はお粥）は廃止となりました。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

11月 1 日（土）から 3 日（月）まで中央公民館、町民体
育館で開催される第33回笠松町美術展の作品を募集し
ています。是非ご出品ください。
【出品資格】町内に在住・在勤・在学（中学生以上）お
よび町内出身者や町内で学習しているかた

【出品作品点数】一部門 2 点以内（ 1 人 3 点まで）
【申込期限】10月 3 日（金）
【申込方法】出品申込票を中央
公民館へ提出（出品申込票は、
中央公民館、松枝公民館、総
合会館にあります）

【問合先】町美術展実行委員会事務局（中央公民館内）

◆募集部門・作品規格

日本画・洋画
水墨画

60号以内
（額装を原則とし、額には紐をつける）

彫 塑 工 芸 自由
（ただし出品申込票に種別を記入）

書 色紙以上（軸装または額装に限る）

写　　　真 6 つ切りから全紙を原則とし、全倍
は 1 人 1 点（組写真は 4 つ切り以下）

デ ザ イ ン B全判以内を原則とし、額には紐を
つける

部　門 作品規格

第33回笠松町美術展 作品募集

【主　催】町民運動会実行委員会

笠松町民運動会実行委員会では、職域・クラブ別リ
レー（ 1 チーム 4 人の男女別400メートルリレー）の参
加者を募集しています。
【申込期限】 9 月12日（金）
【申込先】町民運動会実行委員会事務局

（中央公民館内）

【月　日】10月 5 日（日）（雨天中止）
【時　間】午前 8 時30分～午後 4 時
【場　所】笠松中学校運動場

笠松町民大運動会参加者募集

第52回 笠松町民大運動会開催

75歳以上の

かた

※お祝金は、ご自宅にお持ちしますのでお待ちください。
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［問合
先］

岐阜南
社会保

険事務
所

273・6
161

国民年金保険料の納付は
口座振替をおすすめします

ご
家
庭
に
消
火
器
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
、
家
の
ど
こ
に
消
火

器
が
置
い
て
あ
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
。
消
火
器
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
て
も
、
ど
こ
に
あ

る
か
と
聞
か
れ
る
と
不
安
に
な

る
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
消
火
器
の
置
い
て

あ
る
所
を
実
際
に
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ど
う
で
し
た
か
。
皆
さ
ん
の

中
に
消
火
器
が
す
ぐ
に
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
か
た
や
、
障
害
物

が
あ
っ
て
、
取
り
出
し
に
く
か

っ
た
か
た
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
？こ

れ
で
は
い
ざ
と
い
う
時
に

消
火
器
が
使
え
ず
、
慌
て
て
い

る
間
に
炎
が
広
が
っ
て
し
ま
い

手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
消
火
器
の
置

消防署
ご家庭の消火器を
チェックしてみよう

羽島郡広域連合 388・1195

き
場
所
に
つ
い
て
、
今
一
度
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
消
火
器
の
周
り
に
は
で
き
る

だ
け
物
を
置
か
な
い
で
、
サ

ッ
と
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

②
常
に
目
に
つ
く
場
所
に
置

く
。（
消
火
器
の
真
上
の
壁

に
、
消
火
器
と
書
い
た
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
お
く
と
分
か
り

や
す
い
で
す
）

③
腰
の
位
置
よ
り
低
い
所
に
置

く
。

④
台
所
で
は
、
水
や
油
が
か
か

ら
な
い
所
に
置
く
。

⑤
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
の

近
く
な
ど
の
高
温
に
な
る
場

所
に
は
置
か
な
い
。

⑥
家
族
全
員
が
消
火
器
の
あ
る

場
所
を
分
か
る
よ
う
に
す

る
。

消
火
器
の
置
き
場
所
は
と
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
。

以
上
の
点
に
気
を
付
け
て
、

消
火
器
を
置
く
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

口座振替なら、金融機関や郵便局などで一度手続きするだけで、指定する預（貯）金口座
から自動的に納めることができます。

★口座振替のできるところ
全国の銀行、郵便局、農協、信用組合、信用金庫、労働金庫

★申し込み手続きは
預（貯）金口座のある金融機関で「国民年金保険料口座振替納付申出書」に必要事項を記入のうえ、

申し込んでください。
★手続きに必要なもの
● 預（貯）金通帳
● 預（貯）金通帳届出印
● 国民年金保険料納付案内書または年金手帳

保険料の納め忘れなどがあると、年金を受け取るのに必要な納付期間が不足し、将来年金が受け取れ
なくなる場合があります。
年金を受け取れるようにするため、また、今まで納めた保険料をムダにしないため、国民年金の保険

料は納付期限までに納めてください。

国民年金保険料は忘れずに納めましょう

保険料の額 定額保険料　月額 13,300円
保険料は20歳から60歳になるまでの40年間納めます。
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私
た
ち
ピ
ン
ク
ト
ル
マ
リ
ン
は
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
の
チ
ー
ム
で
す
。

結
成
の
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
も
幼
稚
園
に

入
園
し
、
昼
間
、
時
間
が
で
き
た
の
で
気
の
合

う
仲
間
を
集
め
て
や
り
始
め
た
こ
と
で
す
。
試

合
出
場
を
目
的
と
し
た
団
体
で
は
な
く
、
楽
し

く
バ
レ
ー
を
し
よ
う
と
す
る
仲
間
が
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。

毎
週
の
練
習
で
は
笑
い
が
絶
え
な
い
ピ
ン
ク

ト
ル
マ
リ
ン
で
す
。

さ
あ
今
度
も
楽
し
ん
で
ガ
ン
バ
ル
ぞ
!!

〔
活
動
日
〕
毎
週
木
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

〔
場

所
〕
南
体
育
館

〔
連
絡
先
〕
門
間

江
崎
智
女

宅

（

3
8
8
・
3
7
2
7
）

ソフトバレーでストレス
解消！

ピンクトルマリン

・秋
さ

刀
ん

魚
ま

……………… 2尾

・片栗粉 ……………… 適宜

・油 …………………… 適宜

・酒 ……………… 小さじ2

・砂糖 …………… 大さじ1

・醤油 ………… 大さじ11／2

・みりん ………… 小さじ2

・水 …………………… 少々

4人分材　料

秋
さ

刀
ん

魚
ま

の蒲焼き風

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

くまのボリスは、歯みがきが大キライ。
ママに言われても全然やりません。ある
夜、ふと気がつくと、歯がない！もう歯
みがきしなくてもいいとボリスは大喜
び。だけど、歯がないと…。

は
み
が
き
、やー

だ
よ
！

絵
本

著
者

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
・
チ
ュ
ー
リ
ナ

発
行

評
論
社

BOOK

大きな古い家に引っ越してきた少女コ
ラライン。ある日、どこにも通じていな
いドアを開けるとそこには、真っ黒のボ
タンの目をした両親が立っていた…。秘
密のドアの向こうの世界に入り込んだ彼
女は果たして…。数々の文学賞を受賞し
た著者が贈る傑作ファンタジー。

コ
ラ
ラ
イ
ン
と

ボ
タ
ン
の
魔
女

児
童

著
者

ニ
ー
ル
・
ゲ
イ
マ
ン

発
行

角
川
書
店

ウォーターガーデニングとは、水辺の
植物を使って生活の中に癒しや憩いを取
り入れる園芸のひとつです。小さな器に
浮草を浮かべて涼しさを演出したり、睡
蓮鉢に水辺の植物を寄せ植えしたり、楽
しみ方はさまざまです。本書ではこうし
た水生植物の楽しみ方を紹介していま
す。

小
さ
な
ウ
ォ
ー
タ
ー

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

一
般

著
者

岩
見
悦
明

発
行

小
学
館

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

秋さ

刀ん

魚ま

や
鯖さ

ば

・
鰯

い
わ
し

な
ど
青
魚

の
脂
の
中
に
多
量
に
含
ま
れ
て

い
る
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
血
栓（
血
管
中
の
血

液
や
脂
肪
の
固
ま
り
）を
で
き
に

く
く
し
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す

る
の
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
血
栓

の
予
防
に
も
、
大
変
役
に
立
ち

ま
す
。

大
根
お
ろ
し
を
た
っ
ぷ
り
添

え
た
秋さ

刀ん

魚ま

の
塩
焼
き
は
格
別

で
す
が
、
今
回
は
秋さ

刀ん

魚ま

を
蒲

焼
風
に
し
て
み
ま
し
た
。
温
か

い
ご
は
ん
の
上
に
、
た
れ
を
し

み
こ
ま
せ
た
秋さ

刀ん

魚ま

を
の
せ
れ

ば
、
お
い
し
い
蒲
焼
き
丼
に
な

り
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
秋さ

刀ん

魚ま

は
、
開
い
て
半
分
に

切
り
か
る
く
片
栗
粉
を
は
た

い
て
揚
げ
る
。

②
調
味
料
は
、
ひ
と
煮
立
ち
さ

せ
て
お
く
。

③
調
味
液
に
揚
げ
た
秋さ

刀ん

魚ま

を

浸
す
。
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一
、
は
じ
め
に

岐
阜
工
業
高
校
で
は
、
学
校
で
学

ん
だ
技
術
・
技
能
を
地
域
社
会
に
奉

仕
の
形
で
生
か
せ
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
笠
松
町
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
委
員
・
通
所
施
設
等
の
協
力
を

得
て
、「
岐
阜
工
業
高
校
が
テ
ク
ノ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
ま
す
」
と

笠
松
社
協
広
報
紙
に
P
R
記
事
を
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
と

は
別
に
、
特
殊
教
育
諸
学
校
や
幼
稚

園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の

技
術
的
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
科
の
同
好
会
お
よ

び
生
徒
の
有
志
を
中
心
に
校
内
の
組

織
を
整
備
し
ま
し
た
。

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

〜
悩
ん
だ
ら
気
楽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年

度
の
新
入
学
予
定
児
童
を
対
象

に
、
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。こ

れ
は
、
新
し
く
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
が
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

健
康
状
態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

〔
通

知
〕

8
月
1
日
現
在
の
住
民
登
録
に

基
づ
き
、
新
入
学
予
定
児
童
の
保

護
者
に
就
学
予
定
の
小
学
校
か
ら

9
月
中
に
通
知
を
し
ま
す
。

〔
健
康
診
断
の
内
容
〕

内
科
・
歯
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
の
各
検
診
と
視
力
・
聴
力
の

各
検
査
、
知
能
検
査
を
し
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
発
育
や
検
査

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
医
師

が
母
子
手
帳
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
場
所
・
日
時
〕

笠
松
小
学
校

9
月
29
日（
月
）

岐
阜
工
テ
ク
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

二
、
実
践
内
容

（
一
）パ
イ
プ
ハ
ン
ガ
ー
の
修
理

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
老
人
が

入
浴
さ
れ
る
時
に
服
を
掛
け
る
三
台

の
パ
イ
プ
ハ
ン
ガ
ー
を
修
理
し
て
欲

し
い
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
イ
プ
が
折
れ
、
溶
接
が
必
要
で
し

た
。
薄
板
の
ガ
ス
溶
接
は
難
し
く
、

そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
は
何
度
も
練
習

を
重
ね
、
修
理（
写
真
）し
ま
し
た
。

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
し
、

生
徒
た
ち
も
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

（
二
）地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

数
年
前
か
ら
自
動
車
研
究
部
を
中

心
と
し
た
生
徒
た
ち
が
ミ
ニ
新
幹
線

の
列
車
や
ミ
ニ
S
L
を
運
び
、
各
地

区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
し
て
い

ま
す
。
笠
松
町
関
係
で

は
、「
リ
バ
ー
サ
イ
ド

カ
ー
ニ
バ
ル
」（
毎
年

十
月
）、「
笠
松
矯
正
展
」

（
毎
年
九
月
）
な
ど
で

す
。

（
三
）キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ

グ
ネ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
と
金
型
の
製

作
障
害
者
通
所
施
設

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
か
ら

「
展
示
即
売
バ
ザ
ー
用
に
市
販
に
は

な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
ッ
キ
ー
型
を

作
っ
て
欲
し
い
」
と
の
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。
ま
ず
市
販
の
実
物
を
見
て

研
究
し
ま
し
た
。
材
料
を
決
め
、
試

作
を
重
ね
ま
し
た
。
完
成
品
を
届
け

る
と
、
高
い
評
価
を
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
自
分
た
ち

の
勉
強
に
も
な
る
し
、
と
て
も
感
謝

さ
れ
大
感
激
で
す
」と
の
感
想
で
す
。

（
四
）ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
製
作

岐
阜
希
望
ヶ
丘
養
護
学
校
の
児
童

を
支
援
し
よ
う
と
、
自
分
で
発
声
す

る
声
の
持
続
時
間
を
L
E
D
表
示
す

る
訓
練
装
置
を
製
作
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

訓
練
に
使
っ
て
く
れ
て
、
少
し
で
も

言
葉
を
上
手
に
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

三
、
ま
と
め

生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
学
ん

で
い
る
技
術
・
技
能
が
実
際
に
社
会

で
役
立
つ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
か
ら
「
共
生
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
岐
工
テ
ク
ノ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岐
阜
工
業
高
等
学
校

教
頭

西
川

治
男

受
付

午
後
1
時
〜

松
枝
小
学
校

10
月
16
日（
木
）

受
付

午
後
1
時
〜

下
羽
栗
小
学
校

10
月
14
日（
火
）

受
付

午
後
1
時
15
分
〜

都
合
で
健
康
診
断
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必

ず
通
知
を
受
け
た
小
学
校

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
の
窓
口
〕

健
康
診
断
や
就
学
に
つ

い
て
心
配
な
こ
と
が
あ
る

か
た
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。笠

松
小
学
校

3
8
8
・
0
1
0
1

3
8
8
・
2
5
5
1

下
羽
栗
小
学
校

3
8
7
・
3
1
2
3

羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
就
学
相
談
担
当
者

2
4
5
・
1
1
3
3

小学校新入学予定児童の健康診断
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

住宅・土地統計調査実施 企画課

10月1日現在で住宅・土地統計調査が実施されます。
この調査は、住宅・土地に関する最も基本的な調査で、
国や都道府県・市区町村が住宅建設計画、都市計画、環境
整備計画などを立案していく上での基礎資料となります。
当町の調査対象世帯は、約600世帯です。
調査対象世帯へは、9月下旬から10月中旬までに調査員
がお伺いしますので、ご協力をお願いします。

重度・母子福祉医療費受給者証
10月1日更新　必ず手続きを ! !

福祉健康課

重度心身障害者（65歳未満）、母子・父子家庭で現在「福
祉医療費受給者証」を使用されているかたは、9月30日で
有効期限が切れます。
新しい受給者証を医療機関に提示していただかないと、
10月以降の医療費助成が受けられない場合がありますの
で、必ず更新手続きをしてください。
【受付期間】 9 月18日（木）～30日（火）
【受付場所】役場福祉健康課
【持参するもの】

● 印鑑
● 国民健康保険や社会保険などの加入保険の被保険者証
● 現在の福祉医療費受給者証
● 公的年金証書（遺族年金など受給中のかた）
● 福祉医療費が支給される時の振込先金融機関名・口座
番号・口座名義人がわかるもの（通帳など）

心の健康相談 福祉健康課

心の健康に関する相談に、精神科医師が応じます。
お気軽にご相談ください。

【月　日】 9 月17日（水）
【時　間】午後 2 時～ 3 時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】精神科医師・岐阜地域保健所保健師
【申込期限】 9 月16日（火）
【申込先】福祉健康課

休日急病診療当番医変更のお知らせ
福祉健康課

9 月 7 日　羽島クリニック（笠松町門間）
9 月15日　沢田内科（岐南町上印食）

9 月 7 日　沢田内科（岐南町上印食）
9 月15日　羽島クリニック（笠松町門間）

変更前

変更後

家屋調査にご協力ください 税務課

今年中に新築、または増築された家屋などを対象に、9
月上旬から12月末にかけて役場税務課職員が訪問し「家屋
調査」を行います。
この調査は、家屋の種類、構造別に使用材料や仕上状況
などを把握し、固定資産税や不動産取得税の課税基礎とな
る評価額を算定するために行うものです。
調査時には、家屋の仕様書や設計書など明細がわかる資
料や登記済証などの提示をお願いする場合もありますの
で、ご協力をお願いします。
なお、お勤めなどで留守になりがちなかたは、事前に都
合のよい日をご連絡ください。また、今年の1月以降、家
屋の一部や全部を取り壊されたり、12月までに取り壊しを
予定されている場合は、『家屋取り壊し届』を提出してく
ださい。（用紙は税務課にあります）

不要となった家庭系パソコン
の収集方法が変わります

環境経済課

町では、現在不要となった家庭系パソコンは金物の日に
収集していますが、10月 1 日から資源有効利用促進法に基
づき、各メーカーが回収・再資源
化を実施することになります。
回収の方法やリサイクル料金に

ついては、各メーカーに直接お問
い合わせください。

使用済みとなった食用油の回収
環境経済課

家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・生活
学校の協力で、次のとおり実施します。ご利用ください。
【月　日】 9 月17日（水）
【時　間】午前 9 時30分～11時30分
【回収場所】役場・中央公民館・松枝公民館・下羽栗会館
※牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・新聞紙も同時に回
収します。

オータムジャンボ宝くじ
発売間近

【発売期間】 9 月25日（木）～10月10日（金）
【抽選日】10月15日（水）
【収益金】市町村の明るい街づくりや環境対策、高齢化
対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
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運動場・テニスコート（10月分）
【月　日】 9 月25日（木）
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館

ピヨピヨひろば 児童館

児童館では、あそびを通し
て親子のふれあいの場を提供
することを目的とした「ピヨ
ピヨひろば」を開催していま
す。是非ご参加ください。
【対象者】就園前の乳幼児と

その保護者のかた
【定　員】20組
【時　間】午前10時30分～

（約45分間）
【申込先】児童館　 388･0811
【ピヨピヨひろば日程変更のお知らせ】

● 9 月11日（木）…児童館で午前10時30分～
● 9 月17日（水）…第一保育所で午前10時～子育てサロン

と合同で開催

子育てサロン＆ピヨピヨひろば
子育て支援センター・児童館

子育て支援センターと児童館では、お子さんとお母さん
のふれあいの場、また、お母さん同士の交流の場として、
「子育てサロン＆ピヨピヨひろば」を合同で開催します。
お気軽にご参加ください。

【月　日】 9 月17日（水）
【時　間】午前10時～11時
【場　所】子育て支援センター（第一保育所内）
【対象者】 3 歳未満児とその保護者
【問合先】子育て支援センター　 387・2664

児童館　 388･0811

「本とあそぼう・全国訪問おはなし隊」
キャラバンカーがやって来る！

中央公民館

子どもたちにもっと本に親しんでもらうきっかけ作りと
して「本とあそぼう・全国訪問おはなし隊」のキャラバン
カーがやって来ます。
当日は、絵本や紙芝居を読んでもらう「おはなし会」や
約350冊の児童書を積んだ
キャラバンカーの見学や自
由読書を行います。是非お
出かけください。
【月　日】 9 月 7 日（日）
【時　間】午後 2 時～ 3 時
【場　所】中央公民館

三世代ふれあいEボート体験講
座イン木曽川 中央公民館

町では、Eボートの楽しさを知ってもらおうと「三世代
ふれあいEボート体験講座」を開催します。
Eボートは、子どもからお年よりまで気軽に水に触れ、
親しむことを目的として作られた10人乗りのボートです。
災害時には、捜索や避難用としても使用できるものです。
川の流れの構造やEボートの操作を習得して、楽しく木
曽川に親しみましょう。
年齢制限はありませんが、身長120センチメートル以上
のかたに限ります。
【月　日】10月13日（祝）／15日（水）／26日（日）
【時　間】午前10時～午後 3 時
【集合場所】中央公民館
【定　員】各日20人
【申込期限】 9 月26日（金）
【申込・問合先】中央公民館　

10月

11月

12月

1 月

2 月

3 月

9 日（木）・23日（木）

6 日（木）・13日（木）

11日（木）・18日（木）

15日（木）・22日（木）

12日（木）・26日（木）

〈下半期〉

家庭教育シリーズ講座③中央公民館
町では、家庭教育の在り方について考え、明るく楽しい
家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を開催して
います。
第 3 回目は、次のように行いますので、是非お出かけく
ださい。なお、当日は託児室を設けていますのでご利用く
ださい。
【月　日】 9 月18日（木）
【時　間】午後 1 時30分～ 3 時15分
【場　所】中央公民館集会室
【講座内容】
「子どもと生きる～一人で悩まないで～」
講師　中部学院大学短期大学部　教授　古川芳子氏
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

町民バドミントン大会 町体育協会

【月　日】10月12日（日）
【時　間】午前 9 時～
【場　所】町民体育館2階競技場
【参加資格】町内に在住・在勤のかた
【種　目】ダブルス
①一般男子・女子の部　　②中学生男子・女子の部
③親子「父子・母子」の部
④小学生 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 年の部

【申込期限】10月 3 日（金）
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内）

児童生徒の科学作品展
郡四町教育委員会

羽島郡内の児童生徒が、夏休みに自主的に研究活動を行
った科学作品展を開催します。是非お出かけください。
【月　日】 9 月 6 日（土）・ 7 日（日）
【時　間】午前 9 時～午後 4 時
【場　所】川島町公民館
【問合先】羽島郡四町教育委員会　 245・1133

県下一斉子どもの人権相談
岐阜地方法務局人権擁護課

いじめ・体罰・虐待など打ち明けることのできない悩み
を抱えているかたは、どなたでも相談できます。また、電
話相談も受け付けます。
秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

【月　日】 9 月10日（水）
【時　間】午前10時～午後 5 時
【場　所】岐阜地方法務局人権擁護課　子どもの110番

（岐阜市金竜町 5 丁目13番地）
【費　用】無料
【問合先】岐阜地方法務局人権擁護課

245・3181（内線703）

防衛大学校学生等募集　　　　　　　　　　　　　 自衛隊岐阜地方連絡部

労働条件は書面により明示しま
しょう 岐阜労働局

厳しい経済情勢を背景として、労使間のさまざまなトラ
ブルが労働局、労働基準監督署の相談窓口に寄せられてい
ます。
相談窓口に寄せられる相談は、解雇、賃金に係るものを
はじめ多岐にわたっていますが、最近、特に「求人票を見
て応募し採用されたが、実際に働き始めたところ求人票に
書いてあった賃金額より低かった」など雇い入れ時のトラ
ブルに関する相談が目立ってきています。
労働基準法では、企業が従業員を雇い入れる際には、賃
金や労働時間などの労働条件を明確に記載した書面を作成
し交付することが義務付けられていますが、前述したよう
な相談の場合、ほとんどの事例が労働条件の書面交付を行
っておらず、労使間で、労働契約の内容を十分に確認して
いなかったことがトラブルの原因となっており、労使の信
頼関係が失われ退職にまで至る場合も見られます。
企業が従業員のかたを新たに雇い入れる場合は、賃金や
労働時間などの労働条件を明確にした書面を交付しなけれ
ばなりません。
労働条件を必ず明示して、労使がお互いに納得のいく雇
用契約を締結しましょう。
厚生労働省では、各企業における労働条件の書面交付を
徹底するため、「労働条件明示のためのモデル様式」をパ
ンフレットにして配布しています。
【問合先】岐阜労働局労働基準部監督課（ 245・8102）

または最寄りの労働基準監督署

8月号記事の訂正
8 月号の記事中22ページ「まちの人口」の世帯数に

誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
（誤）世帯数　7,480世帯（増34）
（正）世帯数　7,448世帯（増 2 ）

募集種目 受験資格 受付期間 1次試験

防衛大学校学生 学士号を取得しての指揮官コース

医師免許を取得しての医官コース

国家資格を取得しての看護コース

男女

男女

男女

高卒（見込含む）
21歳未満

高卒（見込含む）
21歳未満

高卒（見込含む）
24歳未満

推薦
9／5～9 9／20～21

一般
9／12～10／10

9／12～10／10

9／12～10／10

11／8～9

11／1～2

10／19

防衛医科大学校学生

看護学生（陸）

【問合先】自衛隊岐阜地方連絡部各務原事務所　 0583・83・5118
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いきいき健康・福祉・美容フェア＆
メッセinぎふ　 （財）岐阜県健康長寿財団

【月　日】 9 月27日（土）・28日（日）
【時　間】午前10時～午後 4 時30分
【場　所】岐阜メモリアルセンター　で愛ドーム
【内　容】● 五感の刺激を通した健康法の体験

● 健康・福祉・美容関連商品の展示と販売
● 岐阜ラジオ公開生放送　ゲスト橋　幸夫

（27日のみ）
● 清水ミチコのトーク（28日のみ）
※内容については、変更になる場合があります。

【入場料】無料
【問合先】（財）岐阜県健康長寿財団　企画情報課

273・1456（内線477）

旧軍毒ガス弾などに関する情
報提供を！ 県大気環境室

最近、国内で旧軍の毒ガス剤などによる健康被害が発生
しました。
このため国は、旧軍毒ガス弾などの全国一斉調査を開始
しました。
県でも旧軍毒ガス弾などに関連する情報収集を行ってお
り、町もこの調査に協力しています。町民の皆さんに下記
情報の提供をお願いします。
①毒ガス弾などの形状
神奈川県や茨城県で発見された毒ガス弾などの形状は
次のようなものがあります。
● ビール小瓶に入ったもの、球状のもの、広口瓶に入っ
たもの

● これらは当時「きい剤」、「あか剤」、「あお剤」などと
呼ばれていました。

②情報提供をお願いする事項
いつ（戦中、終戦時、戦後を含みます）、どこで、どの
ような毒ガス弾などと思われるもの（種類・形状、量）が、
保管・処理・廃棄・発見されたか、その後、どうしたか。
また、どのような被災にあったか。 などの情報をお知
らせください。

③情報提供上の注意
ご提供いただいた情報は公表させていただくことがあ
りますが、個人のプライバシーは守られますので、必ず
氏名、住所、電話番号もお知らせください。（匿名での
情報には、応じかねますのでご理解をお願いします）
後日、県の担当者がご連絡のうえ、詳しい内容をお伺
いすることもあります。

④情報の連絡先
県大気環境室　環境化学物質グループ
272・1111（内線2692・2693） 271・5719

E-mail c11142@govt.pref.gifu.jp

マイカー点検教室
（社）県自動車整備振興会

【月　日】10月11日（土）
【時　間】午前 9 時30分～午後 2 時30分
【場　所】（社）県自動車整備振興会会館

（岐阜市日置江2648-4）
【内　容】快適なカーライフのための日
常的な点検方法や簡単なトラブルの
対処方法など、実習車を使いプロの整備士が指導

【受講料】無料（昼食は準備します）
【定　員】50人
【申込・問合先】（社）県自動車整備振興会事業部または教育部
フリーダイヤル　0120・4190・77 279・3726
※申込者には実施日の10日程前に直接文書にて案内

高等学校開放講座 羽島北高等学校

羽島北高等学校では、一般県民を対象にした開放講座を
次のとおり開催します。是非ご参加ください。
【講座内容】初級英会話（初歩から日常生活の英語まで）
【講座期間】10月 2 日（木）～12月 4 日（木）の毎週木曜日
【時　間】午後 7 時～ 9 時
【場　所】県立羽島北高等学校
【応募資格】県内在住の成人
【定　員】20人
【受講費用】無料
【募集期限】 9 月20日（土）
【応募方法】はがきまたはFAXで住所（郵便番号）・氏名・
電話番号を明記し送付

【申込・問合先】〒501-6112 羽島郡柳津町北塚3-110
羽島北高等学校　開放講座係
388・3612 388・4939

多いのは　ゴミより人の　知らん顔
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

http://www.usiwakamaru.or.jp/̃kasamatu

◆高原シリーズ
1 日（月）・ 2 日（火）・ 3 日（水）・ 4 日（木）・ 5 日（金）

◆長月シリーズ
15日（祝）・16日（火）・17日（水）・18日（木）・19日（金）
◆飛騨シリーズ
29日（月）・30日（火）・10月 1 日（水）・ 2 日（木）・ 3 日（金）

9 月開催日
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人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談
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化
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地
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十
年（
一
九
三
五
）六
月
二
十
六

日
、
旧
国
道
二
十
二
号
線
の
木
曽
川
橋

橋
脚
の
建
設
工
事
中
、
田
代
藤
掛
地
内

の
川
底
約
十
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
長な

が

牡か

蠣き

の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

化
石
が
発
見
さ
れ
た
地
層
は
、
細
か

い
砂
に
粘
土
の
混
っ
た
地
質
で
で
き
て

お
り
、
今
か
ら
六
千
年
前
の
縄
文
時
代

前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
化

石
は
「
マ
ガ
キ
」
の
一
種
で
形
の
長
い

と
こ
ろ
か
ら
「
ナ
ガ
ガ
キ
」
と
も
呼
ば

れ
、
現
在
に
お
い
て
も
北
海
道
の
近
海

に
生
息
す
る
生
き
た
化
石
の
仲
間
で

す
。
ま
た
、「
マ
ガ
キ
」
に
付
着
し
て

い
た
泥
か
ら
、「
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ

イ
」
と
言
う
小
さ
い
二
枚
貝
の
化
石
が

発
見
さ
れ
る
な
ど
、
笠
松
町
の
生
成
を

知
る
手
が
か
り
が
数
多
く
発
掘
さ
れ

昭
和
十
年
当
時
の
木
曽
川
橋
橋
脚
建
設
工
事
の

様
子

▲

て
い
ま
す
。「
マ
ガ
キ
」
や
「
ウ
ネ
ナ

シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
」
な
ど
が
出
土
し
た
地

層
の
深
さ
や
、
木
曽
川
橋
建
設
の
際
、

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ

た
地
層
の
堆た

い

積せ
き

状
態
と
遺
物
か
ら
、
笠

松
町
は
か
つ
て
伊
勢
湾
に
接
続
す
る
大

き
な
内
海
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

資
料
館
に
は
大
小
三
つ
の
マ
ガ
キ
の

化
石
が
展
示
し
て
あ
り
、
そ
の
中
で
最

も
大
き
い
も
の
は
長
さ
三
十
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
幅
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

と
県
下
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
中
で
は

最
大
級
の
大
き
さ
で
、
大
変
め
ず
ら
し

い
も
の
で
す
。

資料館では、私のコレクション

ステンレス工芸「思い出のプロペラ

機」を9月9日（火）～28日（日）まで開

催します。皆さんお誘い合わせのう

え、是非お出かけください。
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2
可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など（笠・下）
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

結核住民検診
9:00～15:00

下羽栗会館
フレッシュ健診
9:00～15:00

下羽栗会館

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

親子歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

プレパマクラブ
9:50～10:00

福祉健康センター

献血
9:00～11:00  笠松刑務所
12:30～14:00
ニチメンロジテック（株）

15:00～16:30  トミダヤ
結核住民検診
9:30～10:30 了運寺
11:00～12:00 北野神社
13:30～14:30

北門間会館
15:00～16:00 春日神社
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   総合会館

結核住民検診
9:00～15:00 福祉会館
フレッシュ健診
9:00～15:00 福祉会館
育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

敬老の日

結核住民検診
9:00～15:00

中央公民館
フレッシュ健診
9:00～15:00

中央公民館
献血
9:00～10:00

丸十産業（株）
10:30～12:00

大洋電機（株）
13:00～16:00

松波総合病院

結核住民検診
9:00～15:00 松枝公民館
フレッシュ健診
9:00～15:00 松枝公民館
心の健康相談
14:00～15:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館

育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

家庭の日

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター 秋分の日

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

結核住民検診
9:00～15:00

福祉健康センター
フレッシュ健診
9:00～15:00

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

健康相談
13:30～14:30   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

9月
September

今月の納税・納付

固定資産税 3 期分

国民健康保険税 6 期分

介護保険料 6 期分

納期限 9 月30日（火）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

町
と
自
主
防
災
会
協
議
会
合
同

の
「
平
成
15
年
度
防
災
訓
練
」

の
開
催
は
9
月
何
日
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
9
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
11
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

7
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

8
月
31
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

梶
田
銀
二
、
藤
田

泉
、
間
野
幸
子

広
報
ク
イ
ズ

「
お
母
さ
ん
、
な
か
な
か
泡
立
た
な
い
よ
〜
」

「
メ
レ
ン
ゲ
は
空
気
を
入
れ
る
よ
う
に
し

て
泡
立
て
る
の
よ
、
ほ
ら
頑
張
っ
て
！
」

7
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
公
民
館
主
催

の
夏
休
み
親
子
教
室
「
お
い
し
い
お
や
つ

づ
く
り
」
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ゼ
リ
ー
と

簡
単
ア
ー
モ
ン
ド
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
す

る
親
子
。

（
関
連
記
事
7
ペ
ー
ジ
）

表

紙

まちの人口
平成15年8月1日現在

人 口 22,116人
男　　10,654人

女　　11,462人

世帯数

7,428世帯

前月比

（減41）

（減20）

（減21）

（減20）

※前月の世帯数に誤りがありました。
（訂正記事20ページ）


